
各常任委員会の 

主な質疑から 

　
　
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支
援
基
本

計
画
に
つ
い
て
、
若
い
人
に
対
す
る

広
報
・
啓
発
は
ど
う
す
る
の
か
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
Ｄ
Ｖ
の
予
防
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
八
年
度
、
高
校
な
ど

十
五
校
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
今
後

実
施
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
若
者
た
ち
が
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
実
施
す
る
『
Ｄ
Ｖ
を

考
え
る
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
イ
ン
　

ち
ば
』
を
開
催
し
、
広
報
・
啓
発
に

努
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
県
で
は
、
合
併
推
進
構
想
の
策

定
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
て
、

三
位
一
体
の
改
革
が
進
み
、
権
限
や

財
源
が
地
方
に
移
譲
さ
れ
る
中
で
福

祉
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
は
、
基
礎
自

治
体
で
あ
る
市
町
村
が
、
み
ず
か
ら

進
め
て
行
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
合
併
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

市
町
村
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
理
想
的
な
姿
を
考
え
、
合
併

推
進
構
想
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り

条
例
案
」
の
撤
回
は
、
修
正
案
の
提

出
を
前
提
と
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
そ
れ
と
も
全
く
の
白
紙
撤
回
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
基
本
的
に
は
、
原
案
の
趣
旨
や

基
本
理
念
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
、
修
正
す
べ
き
内

容
を
議
論
し
、
さ
ら
に
多
く
の
県
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
地
質
環
境
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て
、
市
町
村

か
ら
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
一
層

の
充
実
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
市
町
村
保
有
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
末
ま
で
に
十

七
市
町
分
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
今

後
さ
ら
に
、
十
四
市
町
村
か
ら
デ
ー

タ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
、

デ
ー
タ
の
入
手
に
努
め
る
な
ど
、
事

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
小
企
業
に
お
い
て
は
後
継
者

が
い
な
い
た
め
に
廃
業
す
る
も
の
が

多
い
と
聞
く
が
、
中
小
企
業
の
事
業

承
継
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
小
企
業
の
存
続
は
、
雇
用
の

確
保
、
企
業
の
有
す
る
技
術
・
技
能

の
継
承
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
策
定

中
の
中
小
企
業
元
気
戦
略
に
お
い
て

も
中
小
企
業
の
方
々
か
ら
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
の
施
策
を
実
施
す
る
背
景
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
回
の
農
政
改
革
で
は
、
担
い

手
に
農
業
施
策
を
集
約
す
る
一
方
、

水
路
な
ど
の
施
設
管
理
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
状
況
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

地
域
住
民
も
参
加
し
た
組
織
に
よ
り
、

農
村
地
域
の
保
全
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
施
策
は
、
今
ま
で
県
が
進
め

て
き
た
集
落
営
農
や
ち
ば
エ
コ
農
産

物
な
ど
県
が
進
め
る
方
向
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
公
共
工
事
等
に
お
け
る
、
い
わ

ゆ
る
『
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
』
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
を
設
け
、

予
定
価
格
の
三
分
の
二
か
ら
八
五
％

の
範
囲
内
で
主
務
課
長
が
定
め
る
調

査
基
準
価
格
を
下
回
る
入
札
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
適
切
な
工
事
が
行
え

る
か
ど
う
か
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
教
員
の
新
規
採
用
に
つ
い
て
、

大
量
退
職
に
よ
り
採
用
者
数
が
増
加

し
て
い
る
が
、
教
員
の
質
の
低
下
へ

の
対
策
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
現
在
、
県
外
の
大
学
で
の
説
明

会
な
ど
積
極
的
な
広
報
活
動
や
教
職

経
験
者
の
特
例
選
考
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
、
県
外
に
お
け
る
採

用
選
考
の
実
施
を
検
討
す
る
な
ど
、

教
員
の
質
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　 

   

◆
条
例
の
制
定
（
一
件
） 

▽
千
葉
県
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条

例 

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
十
三
件
） 

▽
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例 

▽
千
葉
県
中
央
駐
車
場
条
例 

▽
千
葉
県
県
税
条
例 

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の

特
例
に
関
す
る
条
例 

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例 

▽
千
葉
県
公
害
防
止
施
設
整
備
等
促
進
条
例 

▽
千
葉
県
身
体
障
害
者
療
護
施
設
設
置
管
理
条
例 

▽
千
葉
県
袖
ケ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例 

▽
千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館
設
置
管
理
条
例 

▽
千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例 

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例 

▽
千
葉
県
水
道
事
業
給
水
条
例 

▽
千
葉
県
幕
張
新
都
心
地
下
駐
車
場
条
例 

◆
そ
の
他
（
八
件
） 

▽
市
の
境
界
変
更 

▽
契
約
の
締
結
（
三
件
） 

▽
専
決
処
分
の
承
認
（
二
件
） 

▽
人
事
案
件
（
二
件
） 

   

▽
第
三
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京

招
致
に
関
す
る
決
議 

▽
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議 

   

▽
国
勢
調
査
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書 

▽
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
対
策
を
早
急
に
求
め
る

意
見
書 

▽
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
基
本
法
」
（
仮
称
）

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
関
す
る
意

見
書 

▽
国
に
お
け
る
平
成
十
九
年
度
教
育
予
算
拡
充
に

関
す
る
意
見
書 

▽
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
関
す
る
意
見
書 

▽
国
民
保
護
計
画
に
お
け
る
「
事
態
認
定
前
の
準

備
」
の
た
め
の
情
報
を
よ
り
密
に
地
方
に
提
供

す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
意
見
書 

   

▽
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て 

▽
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
（
一
項
〜
三
項
） 

▽
理
容
所
及
び
美
容
所
に
お
け
る
衛
生
の
向
上
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

▽
関
税
引
き
下
げ
と
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の

拡
大
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て 

 

監 査 委 員

田中由夫（自民党） 

湯浅和子（民主党） 

議会において選任された議員 

鐡本　充（自民党） 

君津広域水道企業団
議会議員

常任委員会委員  

委
　
　
　
　
　
員

委 員 会 名
総合企画
水　　道

総　　務 健康福祉 環境生活
警　　察

商工労働
企　　業

農林水産 県土整備 文　　教

定数／現員 12／12 13／12 12／11 12／12 12／11 12／1112／11 13／12

委　員　長 木名瀬捷司 
（自民党） 

皆川　輝夫 
（自民党） 

石橋　清孝 
（自民党） 

山中　　操 
（自民党） 

内田　秀樹 
（自民党） 欠員 

西尾　憲一 
（自民党） 

矢野　光正 
（自民党） 

副 委 員 長 小島　武久 
（自民党） 

谷田部勝男 
（自民党） 

信田　光保 
（自民党） 

臼井　正人 
（自民党） 

臼井　正一 
（自民党） 

渡辺　芳邦 
（自民党） 

伊藤　　丈 
（自民党） 

西田三十五 
（自民党） 

自　民　党

中村　九蔵 

浜田　穂積 

川名　寛章 

田口　　賢 

服部　友則 

 

齋　　美信 
堀江　秀夫 
酒井　茂英 
成尾　政美 
石井　利孝 
大塚　　玄 
伊藤　　勲 

 

笹生　定夫 
八代　俊彦 
遠藤　澄夫 
田中　宗隆 
佐藤　正己 
田中　豊彦 

莇　　崇一 
宮内　三朗 
田久保尚俊 
鈴木　良紀 
本間　　進 
山口　　登 

石井　準一 
斎藤　万祐 
庄司　健男 
中村　昌成 
密本　俊一 
近藤喜久夫 

飯島　重雄 
鈴木　洋邦 
河上　　茂 
岡村　泰明 
宇野　　裕 
阿井　伸也 
石毛　之行 

 

金子　和夫 
本清　秀雄 
武　　正幸 
湯浅　伸一 
宍倉　　登 
篠塚　年明 

民　主　党 河野　俊紀 田中　信行 
小泉　文人 

宮　　　寛 杉田　守康 黒田　　雄 田中　　明 加賀谷　健 
花崎　広毅 

湯浅　和子 
竹内　圭司 

公　明　党 赤間　正明 山崎とよ子 小橋　迪夫 吉野　秀夫 高崎　照雄 藤井　弘之 塚定　良治 

共　産　党 小松　　実 丸山　慎一 小松　　敦 三輪　由美 

 社民・県民連合 村上　克子 小宮　清子 加藤マリ子 

ネット・無所属 吉川　　洋 大野　博美 山本　友子 

水と緑の会 森田　三郎 

委
　
　
　
　
　
員 

16／15

委
員
外
議
員 

丸山　慎一 
加藤マリ子 
山本　友子 
森田　三郎 

遠藤　澄夫 
田中　宗隆 
近藤喜久夫 
伊藤　　丈 
大塚　　玄 
石橋　清孝 
皆川　輝夫 
西尾　憲一 
臼井　正人 
信田　光保 
杉田　守康 
竹内　圭司 
藤井　弘之 

浜田　穂積 
（自民党） 

議 会 運 営  
委 員 会 委 員  

篠田　哲彦 

田中　由夫 

小高　伸太 

阿部　紘一 

鐡本　　充 

 

   

平
和
で
安
全
な
千
葉
づ
く
り
に
関
す
る
決
議 

　
全
国
各
地
で
、
小
・
中
学
生
が
殺
害
さ
れ
る

な
ど
の
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
起
き
て
い

ま
す
。 

　
今
、
青
少
年
を
巡
る
犯
罪
は
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
の
学
校
生
活
に
目
を
向
け
て
も
、
い

じ
め
や
不
登
校
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
の
問
題

が
あ
り
、
心
の
豊
か
さ
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
外
に
目
を
向
け
て
も
、
警
察
関

係
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
た
ち
の
連
携
に
よ

る
防
犯
活
動
な
ど
、
日
夜
、
ご
努
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
審
者
等
に
よ

る
事
件
・
事
故
が
起
き
て
お
り
、
私
た
ち
の
身

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
平
和
で
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
し
て
い
く
上
で
も
っ
と

も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
平
和
で
安
全
な
社
会

の
実
現
は
、
全
て
の
県
民
の
共
通
し
た
願
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
連
携
に
よ
る
防
犯
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
普
段
か
ら
、
友
だ
ち
を

は
じ
め
、
人
を
思
い
や
る
心
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
夢
や
生
き
が
い
を
育
み
、
心
豊
か
な
人
間

に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
立
場
か
ら
、
ち
ば
中
学
生
県
議
会
と
し

て
、
私
た
ち
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
千

葉
県
民
が
、
他
人
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、
平

和
で
安
全
な
千
葉
県
の
実
現
に
向
け
、
一
層
努

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
強
く
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

                

全員一致で決議を採択 

密本　俊一 
（自民党） 

8月 111

可
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ち
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中
学
生
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